
款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円） （見直し・点検進捗評価は４段階）

令和６年度　決算説明書 / 事業評価シート

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光課

事業内容

●事業の全体計画
　・観光に関する適切な情報発信を常時・継続して行い利便性と満足度を高めた。

●主な事業内容
　・犬山市の観光情報ホームページについて、旬な情報提供を心がけ、見やすさ、わかりやすさに配
　　慮しながら管理。
　・公共駐車場の空き状況や犬山城の待ち時間表示等、観光客に必要な情報をリアルタイムで正確に
　　提供。
　・各種イベントなどにポスター等の広告物を提供し、観光振興を図った。
 
●主な決算の内訳
　・犬山市観光情報ホームページ管理業務委託料　　　　　　660,000円
　・情報紙定期購入代（観光経済新聞）　　　　　　　　  　 19,800円

事業の
成果・効果

令和６年度は、観光情報ホームページのリニューアルを実施。犬山観光情報ホームページは、観光客に対し犬
山の魅力を伝え、来訪意欲を喚起する点において極めて重要であり、「犬山観光の玄関口」という位置づけで
ある。ホームページ内ではイベント告知をはじめ、公共駐車場利用状況、さらにはSDGｓ観光まちづくりの取
り組みに対する情報発信など、様々な観光に関する情報を積極的に発信しており、旬な情報提供を心がけ常に
見やすさ、わかりやすさに配慮しながら情報更新するなど、観光振興における重要な役割を十分に全うしてい
る。

財源内訳 見直し・点検進捗評価

観光費 292

施策事業名 観光振興事務

事業目的
観光に関する各種情報をわかりやすく整備し、犬山への誘客増を図るとともに来訪後の利便性と満足度を高め
る。

特定財源 一般財源 利便性向上
情報発信
・共有化

業務の
効率化

観光振興事務 789 0 789 100% 4 4 3

 - - - - - - - -

 - - - - - - - -

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

3合計 789 0 789 100% 4 4

目名 決算書(P)

事業名 決算額
一般財源
の割合



Ⅲ：年度別事業費の状況 （単位：千円）

Ⅳ：事業の評価　（ＰＤＣＡサイクルのＣｈｅｃｋ）

Ⅴ：業務の見直し・点検　（ＰＤＣＡサイクルのＣ→Ａ）

Ⅵ：課題とその対応策及び今後の方向性　（令和６年度におけるＰＤＣＡの成果：次のサイクルに反映させていく事項）

R5決算 R6決算 R7予算

825 789 817

国県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

一般財源の割合 100% 100% 100%

評価の観点 評　価 評価根拠

その他 0 0 0

一般財源 825 789 817

犬山観光情報ホームページをリニューアルを行い、情報発信機能の整備を充実させることが出来
た。

③受益の
公平性 4

事業の主たる対象は不特定多数の観光客であり、特定の個人・集団に偏ることなく、公平性は保
たれている。また、ホームページ等で発信される内容は観光客だけでなく、すべての市民に対し
ても楽しく有益な情報提供になるよう努めている。

④ニーズ
の把握 3 普段より市、観光協会で定期的な検証も行いつつ、城下町を中心とした住人、事業者等にも意見

を聴取し、その集約に努めている。

①市実施
の妥当性 2 市、観光協会、民間事業者で連携して実施しており、民間だけでは多様で充実したサービスの提

供は困難である。

②事業の
必要性 3 市の認知度向上、域内消費額の増加による地域経済活性化、及び郷土愛醸成に繋がる重要な事業

である。

事業費

課　　題 対応策・今後の方向性

犬山観光情報の内容の更なる充実と鮮度の維持向
上。

新たなホームページをリリース後も適宜内容の精査を進めることに注力して
いく。情報の鮮度や内容の深まり、充実を心がけ、ＳＮＳでの発信について
も、さらに積極的な展開を広げていく必要がある。またインバウンドに対応
した情報発信の方法についても検討を広げ、精度を高めていく。また市や観
光協会主催事業以外の情報集約と発信について検討を行う。

財
源
内
訳

令和６年度に見直しを
実施した事項

ホームページのリニューアルを実施。内容の精査も併せて行い、PC,スマートフォンいずれ
でも閲覧しやすいページ作りを行った。あわせて、持続可能な観光地をPRするため、SDGｓ
観光まちづくりのページも作成し、来訪者へのマナー啓発の呼びかけを行った。サイトリ
ニューアルにより情報の鮮度や内容の深まり、充実を心がけることで観光客にとっても、
市民にとっても理解と関心、及び親和性を高める犬山の観光情報の玄関口となるよう精度
を高めることを常に意識した。

令和７年度に見直しを
実施している事項

リニューアルしたホームページの更なる充実をはかり、特にSDGｓ観光まちづくりの取り組
み発信について、より充実した内容を発信できるように進めていく予定。

今後見直しを検討する事項
昨年度にも引き続き、細かな催事情報を出来る限り集約して発信できるスキームの構築を
検討する。城下町だけでなく、市域全体の観光に関する情報を随時適切に提供できるよう
ＳＮＳの活用も含め体制についても検討を進める。

⑤目標の
達成度 4

犬山城登閣者数、市内宿泊者数ともに、前年度を上回り、適切な観光情報の発信により、多くの
来訪者を獲得することができ、大きなトラブルなども無かったことから、当初の目的は達成でき
たと判断される。

⑥改善の
取組状況 3

評価チャート
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款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円） （見直し・点検進捗評価は４段階）

令和６年度　決算説明書 / 事業評価シート

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光課

事業内容

●事業の全体計画
　・観光宣伝、各協議会との連携、祭等の催事、コンテンツ造成等を継続して適切に実施。
●主な事業内容
　○通年での犬山観光誘客宣伝活動の実施
　・名古屋鉄道、犬山市観光協会と連携し、年間（上期・下期）を通じた観光誘客宣伝活動を実施。
　○まつり・催事の実施
　・犬山祭保存会等と連携し犬山祭を開催、秋には犬山祭宣伝事業としてからくりまち巡りを実施。
　　夏は、各務原市等が加入する実行委員会形式で日本ライン夏まつりロングラン花火を実施。
　○キャラバン等による観光宣伝の実施
　・名古屋、首都・関西圏で集中キャラバン、鉄道駅を活用した観光宣伝、近傍地での誘客活動。
　　強みを活かしお城関連イベント等での認知度・ブランド力向上の取組みを継続実施。
　○地域連携、広域連携による観光宣伝の実施
　・県、各種協議会、他市町との連携による観光宣伝、集客イベントを実施。
　○国内・国外の観光客受入に関する体制構築とおもてなし事業の実施
　・城下町中心に交通警備を実施。住民の安全確保と周辺道路の混雑緩和、観光客の誘導を図った。
　○観光コンテンツの造成
　・犬山市観光協会と連携して多様な観光コンテンツ造成を進めた。
　○SDGs観光まちづくり事業
　・持続可能な観光地を目指し、城下町地区を中心に環境美化活動や来訪者へのマナー啓発を実施。
●主な決算の内訳
  ・犬山城下町交通誘導警備委託料　  30,595,840円
　・各協議会等負担金　　　　　　　  56,054,866円（飛騨木曽川、国宝城郭都市、犬山観光プロモ
　                                              －ション協議会、犬山祭企画委員会等）

事業の
成果・効果

令和6年度は犬山祭や日本ライン夏まつり等の催事を予定どおり開催し、お城エキスポやその他イベント出
展も積極的に行い、本市の強みを活かした誘客宣伝活動を行うことが出来た。広報活動も順調でテレビ放映
や雑誌掲載など数多く実現し、インバウンド需要の取込みにおいても、台湾等を中心に積極的なセールス活
動を実施し外国人観光客の大幅増加に繋げた。県内、木曽川流域、国宝五城、各務原市連携等、広域イベン
トや誘客活動も充実し、市民が担い手のコンテンツ造成や花手水、ポートレート等の自主事業は徐々に拡が
りを見せることが出来た。持続可能な観光まちづくりの実現の為、警備体制の強化や仮設休憩所の設置、シ
ルバー人材センターによる清掃活動等受け入れ環境の整備推進とともに関係団体による「SDGs観光まちづく
り会議」より、事業者の連携を深めるワークショップや交流会の開催など、課題の把握と共有、必要な取組
みについて議論を深めることが出来た。

財源内訳 見直し・点検進捗評価

観光費 292

施策事業名 観光客誘致

事業目的

・(一社）犬山市観光協会と連携した観光プロモーション等の宣伝活動の実施、各種協議会との協働
　による広域での観光ＰＲ活動を通じて犬山観光の価値と魅力を高めるとともに、ブランドイメージ
　を向上させ、全国から犬山への観光誘客を図る。特に首都圏・関西圏での認知度向上と誘客を
  進める。
・持続可能な観光まちづくりを目指し、来訪者への啓発や繁忙期でのごみ箱・仮設休憩所の設置、
　環境整備員の試験的配置等、観光客と地域住民との共存調和と分散化・平準化を目指す。

特定財源 一般財源 利便性向上
情報発信
・共有化

業務の
効率化

観光客誘致 88,987 63,895 25,092 28% 3 3 3

 - - - - - - - -

 - - - - - - - -

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

3合計 88,987 63,895 25,092 28% 3 3

目名 決算書(P)

事業名 決算額
一般財源
の割合



Ⅲ：年度別事業費の状況 （単位：千円）

Ⅳ：事業の評価　（ＰＤＣＡサイクルのＣｈｅｃｋ）

Ⅴ：業務の見直し・点検　（ＰＤＣＡサイクルのＣ→Ａ）

Ⅵ：課題とその対応策及び今後の方向性　（令和６年度におけるＰＤＣＡの成果：次のサイクルに反映させていく事項）

R5決算 R6決算 R7予算

85,348 88,987 96,420

国県支出金 0 1,932 0

地方債 0 0 0

一般財源の割合 34% 28% 46%

評価の観点 評　価 評価根拠

その他 56,087 61,963 51,894

一般財源 29,261 25,092 44,526

新たな観光宣伝事業の妥当性、経済性、安全性及び、持続可能な観光まちづくりという概念を
常に考慮しつつ、今後も積極的な観光振興を展開していく。

③受益の
公平性 3 観光客を誘致し交流人口が増えることで、市内における消費活動が活発に行われ、市域での経

済的効果をもたらし、市民全体に恩恵がある。

④ニーズ
の把握 3

SDGｓ観光まちづくり会議によるワークショップ等で、事業者側のニーズと課題の把握を行うこ
とができた。また、観光コンテンツ造成推進事業で担い手・利用者から聞取りを行うなど課題
把握に努めている。

①市実施
の妥当性 3 観光客を呼び込むだけでなく、住民が誇れるまちづくりに資する取組みが必要であり、市が主

体となって実施することが望ましい。

②事業の
必要性 3 観光振興による市域全体の活性化を目指すことで、市民が広く益を享受するものであり、事業

継続の必要性がある。

事業費

課　　題 対応策・今後の方向性

各事業の実施内容精査。広域連携の効果的な事業
内容の検討。城下町地区を中心としたSDGｓ観光ま
ちづくりの推進。

広域連携に関しては犬山市の強みを活かした取組みを中心に進めていく。観
光まちづくりについては、市、観光協会をはじめ各団体、民間事業者とも引
き続き連携して持続可能な仕組みを検討した上で各団体が持つ強みを活かし
た役割分担を整理し取組みを推進していく。

財
源
内
訳

令和６年度に見直しを
実施した事項

犬山祭や日本ライン夏祭り等の通常の誘客・宣伝の実施のほか持続可能な観光まちづくり
のため、SDGｓ観光まちづくり会議を中心とした観光まちづくりの取組みを積極的に行
い、観光地犬山として課題の把握と対応の検討を進めることが出来た。

令和７年度に見直しを
実施している事項

SDGｓ観光まちづくり会議からの新たな展開を進め、持続可能な観光地のための取り組み
を強化していく。あわせて、休憩所の設置や夏の暑さ対策なども具体的に進め、観光地の
魅力を高め、閑散期も誘客と消費増加を図る取り組みを実施する。また道路美化等の取組
みを更に充実する。

今後見直しを検討する事項

業務全体の見直しを行い犬山観光の質の向上を図る。観光協会と連携し効果的な広報・誘
客・宣伝活動やコンテンツ造成を進め宿泊者数と消費額の増加を目指す。城下町地区を中
心とした課題改善のため受入体制の充実を図るとともにマナー啓発や意識向上等の取組
み、事業者の繋がりづくり等の取組みも進める。

⑤目標の
達成度 4

インバウンドは順調に伸びており、市への入込数、宿泊者数等当初の目標を達成することがで
きた。あわせて、持続可能な観光地を目指した取り組み強化もSDGｓ観光まちづくり会議を中心
に進めることが出来た。

⑥改善の
取組状況 3

評価チャート
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款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円） （見直し・点検進捗評価は４段階）

目名 決算書(P)

事業名 決算額
一般財源
の割合

3 3合計 21,188 21,188 0 0% 3

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

 - - - - - - - -

 - - - - - - - -

特定財源 一般財源 利便性向上
情報発信
・共有化

業務の
効率化

観光案内所運営 21,188 21,188 0 0% 3 3 3

事業の
成果・効果

観光客を迎える玄関口として犬山駅及び城前の2箇所で観光案内所を設置し運営している。来訪者数は増加
しており、特に外国人観光客の増加が多く見られ、適切で丁寧なおもてなしを実現し来訪者の満足度向上に
努めている。

財源内訳 見直し・点検進捗評価

観光費 292

施策事業名 観光案内所運営

事業目的
観光案内所の適正な管理運営と案内機能を充実させることにより、観光客へのおもてなしと満足度を高め
る。

令和６年度　決算説明書 / 事業評価シート

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光課

事業内容

●事業の全体計画
　・観光案内所の常時・適切な管理運営と案内機能を充実。

●主な事業内容
　・犬山駅及び犬山城前の2カ所の観光案内所を通年で開設。来訪者に対して正確で丁寧な観光
　　案内を実現。
　・運営は観光振興に関する知見とノウハウを豊富に有する（一社）犬山市観光協会に対し委託
　　業務として発注。
　　国内外からの来訪者に対し適切な対応を行い、安定的な管理体制を実現。

●主な決算の内訳
  ・犬山観光案内所運営委託料   21,028,275円（犬山駅、城前）



Ⅲ：年度別事業費の状況 （単位：千円）

Ⅳ：事業の評価　（ＰＤＣＡサイクルのＣｈｅｃｋ）

Ⅴ：業務の見直し・点検　（ＰＤＣＡサイクルのＣ→Ａ）

Ⅵ：課題とその対応策及び今後の方向性　（令和６年度におけるＰＤＣＡの成果：次のサイクルに反映させていく事項）

事業費

課　　題 対応策・今後の方向性

新たな観光コンテンツの造成に関連して、より多く
の市民の方が活躍できる仕組みを構築すること。
増え続けるインバウンドへの更なる対応の充実を検
討すること。

観光案内所は情報発信・提供、休憩機能など多様な機能を有しており観光客
の利便性と満足度向上に資する施設として役割を担っている。今後は魅力的
で何度も訪れたくなる観光地となるため、「体験できる場」としての機能も
確立していく必要があり、市民も観光に携わっているという意識が高まれば
より充実したコンテンツ造成を構築することができる。またインバウンドに
向けてもおもてなしの魅力を発信することが出来れば、さらに外国人旅行者
から選ばれる観光地となることが出来る。

財
源
内
訳

令和６年度に見直しを
実施した事項

城前観光案内所内にて、昨年度に引き続き、観光コンテンツの体験フェアを開催。また多
目的スペースでは観光協会主催の写真コンテストの展示以外にも、個人による写真展など
の活用や、近年増え続けているテレビ等のマスコミ対応用のスペースして活用するなど新
たな誘客と利活用の可能性を図ることができた。またコンテンツの内容もさらに充実する
ことが出来た。

令和７年度に見直しを
実施している事項

令和7年度も引き続き、多目的スペースの活用を進め、観光案内所が情報発信の場として
の役割だけでなくコンテンツを体験できる場、市民が活躍できる場としての機能を高めら
れるよう取組みを進める。

今後見直しを検討する事項

城前案内所は、情報提供・休憩等、多様な機能を有した観光交流拠点として更に充実させ
る。城下町から河畔、市域に点在するテーマパーク、自然資源等へのアクセスが円滑にな
るよう、自動車・自転車・タクシー等も含めた移動の拠点としての機能充実を図る。また
増え続けるインバウンドにもさらに充実した対応が図れるよう、多言語対応の取り組みを
すすめる。

⑤目標の
達成度 3 丁寧な対応や接客を常に意識し、観光客だけでなく、訪れる方の満足度の向上を図ることがで

きている。

⑥改善の
取組状況 3 観光客に対する玄関口だけでなく、今後も、市民も広く利活用できる場としての位置づけとし

て検討が必要である。

③受益の
公平性 2 観光案内所を訪れるのは、多くが観光客であるものの、市民も参加するイベントや、市民・観

光客に関わらない多様な情報発信を行っており、市民も恩恵を受けている。

④ニーズ
の把握 3 2つの観光案内所には観光客からの多くの意見・提言が寄せられ、その都度、市、協会の双方で

共有、対応し改善に努めている。

①市実施
の妥当性 3 観光客の玄関口にもなる観光案内所は、観光地には必須であり、情報発信とおもてなしの場と

して市が主体として実施する必要がある。

②事業の
必要性 3 観光都市犬山として、観光振興は必要な事業である。その中で観光の玄関口となる案内所の運

営は、ストレスなく快適な観光を実現するため、必須である。

一般財源の割合 0% 0% 0%

評価の観点 評　価 評価根拠

その他 20,421 21,188 22,418

一般財源 0 0 0

国県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

R5決算 R6決算 R7予算

20,421 21,188 22,418

評価チャート
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款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円） （見直し・点検進捗評価は４段階）

目名 決算書(P)

事業名 決算額
一般財源
の割合

3 3合計 19,460 19,460 0 0% 3

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

 - - - - - - - -

 - - - - - - - -

特定財源 一般財源 利便性向上
情報発信
・共有化

業務の
効率化

観光施設管理 19,460 19,460 0 0% 3 3 3

事業の
成果・効果

観光客のおもてなしにおいて、観光施設の適切な維持管理は必須である。清掃や除草剪定等の日常の
維持管理はもちろんのこと、トイレの不具合等への迅速かつ的確な対応のほか、劣化が進んだ案内看
板は順次修繕を実施するなど、適正に管理を行うことができた。

財源内訳 見直し・点検進捗評価

観光費 292

施策事業名 観光施設管理

事業目的
観光トイレ、園地等広場、及び観光案内看板等の維持管理を適正に行うことで、観光地としてのイ
メージを高めるとともに、来訪者の満足度を向上させる。

令和６年度　決算説明書 / 事業評価シート

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光課

事業内容

●事業の全体計画
　・トイレ、観光案内看板などの観光施設を継続して適切に維持管理を行う。

●主な事業内容
　○案内看板の適正な維持補修及び管理
　・老朽化した各種看板等を修繕し来訪者の安全と利便性を高めた。
　○観光トイレの定期的な清掃及び維持補修管理
　・観光トイレ等を通年で清掃等の維持管理を行い清潔さを保ち、観光客の利便性を高めた。
　・故障や破損等が生じたトイレの維持補修を実施。
　・観光トイレの洋式化を進めた。
　○観光施設の除草剪定等の実施
　・観光施設の除草剪定作業を定期的に実施し、施設の適切な維持管理を実現。

●主な決算の内訳
　・公衆便所・観光施設等修繕料                 　　　　　 　　1,691,140円
　・観光施設除草剪定業務委託料　　　　　　　　　　　　 　　 　3,515,600円
　・観光施設の巡回清掃及び公衆便所の清掃管理業務委託料　　　  9,907,150円



Ⅲ：年度別事業費の状況 （単位：千円）

Ⅳ：事業の評価　（ＰＤＣＡサイクルのＣｈｅｃｋ）

Ⅴ：業務の見直し・点検　（ＰＤＣＡサイクルのＣ→Ａ）

Ⅵ：課題とその対応策及び今後の方向性　（令和６年度におけるＰＤＣＡの成果：次のサイクルに反映させていく事項）

事業費

課　　題 対応策・今後の方向性

施設の計画的かつ効率的な更新。財源の安定的な確
保、効果的な受け入れ環境整備の検討と設定。

適切な施設の維持管理を実現するためには、日常的な維持管理や点検
等、効率的な運営を進める必要がある。老朽化に対する対応など、計
画的に実施していく。また、管理者である職員の経験値を全体的に高
めるとともに、ノウハウが共有できるような仕組みを構築していく。

財
源
内
訳

令和６年度に見直しを
実施した事項

市内に設置している観光案内看板の状況確認や再点検を実施した。また破損等修繕
の発生した箇所については適宜修繕を行うことができた。

令和７年度に見直しを
実施している事項

木曾川河畔の除草作業の回数見直し（昨年より増加）
また、トイレの修繕（2カ所）及び閉鎖された八曽キャンプ場の避難小屋除却な
ど、単年度の修繕・工事などが予定されており、通常の管理と合わせて進捗管理の
上執り行う。

今後見直しを検討する事項
公衆トイレや案内看板など、老朽化が進む施設も多く、快適なおもてなし環境を構
築するために、効率的効果的な更新・修繕を実施していく。そのために、優先順位
と必要性を十分精査し計画・実践を進める。

⑤目標の
達成度 3 公衆便所等の観光施設は維持管理を適切に実施出来ている。また、公衆便所は計画的に洋

式化を行っている。

⑥改善の
取組状況 3 事業の妥当性、経済性等を常に考慮しながら、観光施設の管理・運営を実施している。

③受益の
公平性 3

トイレをはじめとした公共施設は、観光客だけでなく、市民の利用も多く、誰もが利活用
可能である。観光駐車場利用者には料金を徴収しており、受益者負担を適切に実現出来て
いる。

④ニーズ
の把握 3 施設利用者や観光関係者、施設受託者等から意見を求めるなど、ニーズを常に把握し進め

ている。

①市実施
の妥当性 3 公共施設として観光客の旅の利便性確保のため市が主体的に実施する必要がある。

②事業の
必要性 3 観光都市犬山として、観光振興は必要な事業であり、施設の適正な維持管理など受け入れ

環境の充実は必要である。

一般財源の割合 0% 0% 0%

評価の観点 評　価 評価根拠

その他 19,890 19,460 24,856

一般財源 0 0 0

国県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

R5決算 R6決算 R7予算

19,890 19,460 24,856

評価チャート
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款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円） （見直し・点検進捗評価は４段階）

令和６年度　決算説明書 / 事業評価シート

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光課

事業内容

●事業の全体計画
　・2つの公共駐車場を一体的かつ適正に管理運営を行い、自主財源を確保する。

●主な事業内容
　○キャッスルパーキングと内田観光駐車場の一体的な管理運営。
　・キャッスルパーキング及び内田観光駐車場を効率的に運営。
　・キャッスルパーキング満車時には内田観光駐車場へ誘導し混雑緩和を図るなど適切に
　　管理。
　・混雑時には内田多目的広場を活用して収容台数を確保し、渋滞緩和に努めた。
　○観光駐車場使用料の試験的見直し
　・新たな財源確保と混雑緩和を目指し、2つの駐車場の使用料の試験的見直しを実施。

●主な決算の内訳
  ・印刷製本費（駐車券）　　　 　　　　　   　654,720円
  ・修繕料　　　　　　　　　　　 　　　　　　 974,314円
  ・観光駐車場管理業務委託料　　　　　　 　29,172,000円

事業の
成果・効果

城下町地区にある2か所の公共駐車場(キャッスルパーキング、内田観光駐車場）の使用料について
は、令和６年度は観光繁忙期の土日祝を特定日と設定する料金改定を実施。今後の財源確保に向け、
大きな事業成果の礎とすることができた。駐車場の維持管理及び運営については、周辺の交通渋滞や
混雑を緩和するため、受託事業者と連携し、観光車両の円滑な誘導を行うことで、地域住民の生活へ
の影響を軽減することに努めた。

財源内訳 見直し・点検進捗評価

観光費 292

施策事業名 観光駐車場管理

事業目的
キャッスルパーキングと内田観光駐車場を一体的に管理運営することで、城下町エリアに訪れる観光
車両を効率的に受け入れるとともに、使用料による自主財源の確保を図る。

特定財源 一般財源 利便性向上
情報発信
・共有化

業務の
効率化

観光駐車場管理 32,189 32,189 0 0% 3 3 3

 - - - - - - - -

 - - - - - - - -

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

3合計 32,189 32,189 0 0% 3 3

目名 決算書(P)

事業名 決算額
一般財源
の割合



Ⅲ：年度別事業費の状況 （単位：千円）

Ⅳ：事業の評価　（ＰＤＣＡサイクルのＣｈｅｃｋ）

Ⅴ：業務の見直し・点検　（ＰＤＣＡサイクルのＣ→Ａ）

Ⅵ：課題とその対応策及び今後の方向性　（令和６年度におけるＰＤＣＡの成果：次のサイクルに反映させていく事項）

R5決算 R6決算 R7予算

30,629 32,189 33,350

国県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

一般財源の割合 0% 0% 0%

評価の観点 評　価 評価根拠

その他 30,629 32,189 33,350

一般財源 0 0 0

駐車場の使用料の見直しの検討を進め、令和6年度に試験的に実施できるよう条例改正な
どへの対応も進めた。

③受益の
公平性 3 渋滞緩和等の交通状況の改善を図り、周辺住民への影響を軽減させることになり、必要な

事業である。また駐車場利用者には料金徴収し、受益者負担を適切に実現している。

④ニーズ
の把握 3 観光客(利用者）や観光関係者等から意見を求めるなど、ニーズを常に把握し進めてい

る。

①市実施
の妥当性 3 受け入れ環境を整備し、観光客の旅の利便性確保のため、主体的に実施する必要がある。

②事業の
必要性 3 観光都市犬山として、受け入れ環境の整備は必要な事業である。また、渋滞緩和や混雑改

善のため、地域住民への生活支障を少しでも軽減させるため、施設の整備は必須である。

事業費

課　　題 対応策・今後の方向性

繁忙期における渋滞時の周辺地区住民への影響を最
小限に抑える適切な対応の検討・実施。及び駐車場
の使用料変更に伴う検証。

駐車場管理は安定的な収益と適切な運営がある程度実現できている。
しかしながら、ピーク時の適切な対応方法など、改善すべき点も多く
あるため、引続き受託者等と十分な協議を行い、更なる改善を図る。
また、安定的な観光施策推進のため財源確保は重要な観点であり、令
和7年度は特定日の日数をさらに増加し、観光施策のための財源増と
観光分散による平準化に努めていく。

財
源
内
訳

令和６年度に見直しを
実施した事項

財源確保と混雑改善の観点から、観光駐車場の使用料見直しの条例改正を実施。11
月より特定日料金の設定をはじめ運用を開始。

令和７年度に見直しを
実施している事項

令和6年度途中より開始した特定日について、さらに日数を増やし、収入増及び、
季節・曜日にとらわれない平準化に努める。

今後見直しを検討する事項

駐車場使用料見直しによる効果・影響の精査を行う。また観光税としての、駐車場
税導入の是非についても引き続き検討を進める。また、キャッスルパーキング及び
内田観光駐車場の連携による円滑な誘導体制の更なる構築を検討し、課題の改善を
図ることで持続可能な観光地づくりを推進する。

⑤目標の
達成度 4 利用台数は大きな変化はなかったが、繁忙期の料金改定に伴い、収益の増加に貢献し、目

標を達成することができた。

⑥改善の
取組状況 3

評価チャート
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款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円） （見直し・点検進捗評価は４段階）

目名 決算書(P)

事業名 決算額
一般財源
の割合

3 3合計 74 0 74 100% 3

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

 - - - - - - - -

 - - - - - - - -

特定財源 一般財源 利便性向上
情報発信
・共有化

業務の
効率化

観光戦略 74 0 74 100% 3 3 3

事業の
成果・効果

犬山市観光戦略に計上した各施策を推進するとともに、進捗状況を確認し、PDCAサイクルの中で事業
内容の精査や把握、見直しができるような体制と仕組み構築を図っている。令和6年8月に開催した犬
山市観光戦略会議では委員から助言・提案を受け、その後の施策展開に活かしている。
また、観光戦略作成後の経済動向等の把握のため、名古屋経済大学の協力のもとアンケート調査を実
施し、データ分析も合わせて行った。

財源内訳 見直し・点検進捗評価

観光費 292

施策事業名 観光戦略

事業目的

犬山市観光戦略の進捗状況を適切に把握するとともに、戦略記載の「目指す姿」実現のため、8つの
重点プロジェクトを中心に各施策を実施。また「持続可能な観光まちづくり」を目指し、地域住民と
共存調和した観光地を念頭とした観光施策を進める。その為に行政、観光関係者やまちづくり団体が
参画した「SDGs観光まちづくり会議」を継続開催し、商業者の組合組成等諸課題の解決に取組み、観
光と暮らしの調和や産業としての成長の実現を目指す。

令和６年度　決算説明書 / 事業評価シート

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光課

事業内容

●全体計画（経緯）
　・令和3年度に策定した犬山市観光戦略に基づき、事業進捗を常時確認しながら観光施策を
    推進する。戦略に目標として設定した指標の達成を図る。

●主な事業内容
　○観光戦略の推進と確認
　・重点事業の検討及び実施、各種調整及びマッチングの取組みを推進。
　・観光戦略の進捗状況を把握・確認・検証する為、規模を縮小した附属機関を継続する。
　○SDGs観光まちづくり会議の継続開催
　・観光を切り口とした課題解決に向けた会議を継続開催。検討と実践を進める。

●主な決算の内訳
　・観光戦略会議委員報酬・費用弁償　　　　　　　74,300円



Ⅲ：年度別事業費の状況 （単位：千円）

Ⅳ：事業の評価　（ＰＤＣＡサイクルのＣｈｅｃｋ）

Ⅴ：業務の見直し・点検　（ＰＤＣＡサイクルのＣ→Ａ）

Ⅵ：課題とその対応策及び今後の方向性　（令和６年度におけるＰＤＣＡの成果：次のサイクルに反映させていく事項）

事業費

課　　題 対応策・今後の方向性

観光戦略の課題の一つである「観光客と住民の調
和・共存」の為の取組みを住民、事業者、団体等も
巻き込みながら推進する必要がある。

令和3年度末に策定した犬山市観光戦略の各施策を推進するととも
に、進捗状況を確認し、PDCAサイクルの中で事業が確実に推進できる
ような体制と仕組みを構築して持続可能な観光まちづくりを実現す
る。

財
源
内
訳

令和６年度に見直しを
実施した事項

令和4年度より開始した「犬山市観光戦略」に基づき、有識者からの提言・助言を
得るために継続して観光戦略会議を開催した。委員からは現在進めている事業や今
後進むべき方向性についての助言や意見をいただき施策推進に活かすことが出来
た。また経済動向を把握するためのアンケートを名古屋経済大学とともに実施し、
戦略の効果状況の分析を行った。

令和７年度に見直しを
実施している事項

令和7年度においても犬山市観光戦略に基づき、各事業はPDCAサイクルの中で適宜
見直し、検証を行う。

今後見直しを検討する事項
犬山市観光戦略会議は定期的に開催予定であり、その都度、進捗や状況について助
言・提案を受け、施策の見直しや改善を図ることとなる。

⑤目標の
達成度 3 進捗把握及び評価のために附属機関である観光戦略会議を令和6年8月に実施した。

⑥改善の
取組状況 3 事業の妥当性、経済性等を考慮し実施している。

③受益の
公平性 3 市民にとって郷土への愛着醸成及び本市の観光資源の磨き上げに資する取組みである。

④ニーズ
の把握 2 犬山市観光戦略の策定時に観光客へのアンケート調査及び位置情報データを活用した調査

を実施し、ニーズの把握に努めている。

①市実施
の妥当性 3 本市が策定した犬山市観光戦略であり、関係部署・機関と協議や連携しながら展開してい

く必要がある。

②事業の
必要性 3 持続可能な観光まちづくりを実現するため、有識者等に評価・検証を受けることで犬山市

観光戦略のPDCAサイクルを着実に推進していく必要がある。

一般財源の割合 100% 100% 100%

評価の観点 評　価 評価根拠

その他 0 0 0

一般財源 93 74 180

国県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

R5決算 R6決算 R7予算

93 74 180

評価チャート
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款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円） （見直し・点検進捗評価は４段階）

目名 決算書(P)

事業名 決算額
一般財源
の割合

3 3合計 71,185 60,096 11,089 16% 3

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

 - - - - - - - -

 - - - - - - - -

特定財源 一般財源 利便性向上
情報発信
・共有化

業務の
効率化

木曽川河川空間活性化 71,185 60,096 11,089 16% 3 3 3

事業の
成果・効果

・木曽川鵜飼振興事業補助金として鵜飼事業を市と共に実施している木曽川観光（株）に対して交付し、継
続的な事業実施を行う事が可能となった。
・かわまちづくり計画策定に向け、関係諸機関との調整を実施。あわせてかわまちづくり協議会も３回開催
し、令和７年度の計画申請に向けた取り組みを進めることが出来た。
・木曽川河畔の栗栖地区において栗栖園地の整備を実施し園地の拡充を進めた。
・木曽川河畔遊歩道の整備に向け地元住民と協働で模擬店の出店、竹あかりによるライトアップ等の実証事
業を実施。木曽川河川全体における価値と質を高め、美しい景観と良好な河川空間形成の実現に向けた事業
を進めることが出来た。

財源内訳 見直し・点検進捗評価

観光費 294

施策事業名 木曽川河川空間活性化

事業目的
木曽川河畔の内田地区及び栗栖地区のそれぞれにおいて、木曽川河川空間の価値と質を高めることにより、
市民及び観光客が楽しむことができる、賑わいと憩いの場を形成する。また、整備等により新たな価値と利
益を生み出すことを目的とする。

令和６年度　決算説明書 / 事業評価シート

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光課

事業内容

●事業の全体計画
　・河川空間活性化のために必要な検討と事業の実施を進める。年度ごとの取組みを経て、
　　新たな価値と質の高まりを目指す。

●主な事業内容
　○木曽川河畔遊歩道整備に向けた取組みの推進
  ・木曽川河畔整備地質調査
　・かわまちづくり計画策定検討、実証事業、地域住民との意見交換等
　　（木曽川河畔活性化事業実施支援業務関連）
　○栗栖園地南側の整備
　・木曽川河川敷内、栗栖園地南側の土地造成（整地）と一部芝貼り。
　・河川法準則に基づく区域指定及び管理する団体の認定を目指した検討の実施。

●主な決算の内訳
  ・木曽川鵜飼振興事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　50,000,000円
  ・木曽川河畔整備地質調査業務委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　 8,925,400円
  ・犬山橋公衆トイレ改修調査委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,650,000円
  ・木曽川河畔活性化事業実施支援業務委託料(かわまち計画策定検討含む)　 7,150,000円
　・会場照明灯借上料                                        　         　364,100円
  ・栗栖園地整備工事請負費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,498,100円
 



Ⅲ：年度別事業費の状況 （単位：千円）

Ⅳ：事業の評価　（ＰＤＣＡサイクルのＣｈｅｃｋ）

Ⅴ：業務の見直し・点検　（ＰＤＣＡサイクルのＣ→Ａ）

Ⅵ：課題とその対応策及び今後の方向性　（令和６年度におけるＰＤＣＡの成果：次のサイクルに反映させていく事項）

事業費

課　　題 対応策・今後の方向性

木曽川河畔遊歩道の整備は河川内かつ道路であるこ
とから整備方針や施工方法、さらには管理方法等に
ついても関係機関との協議を進めていく必要があ
る。

木曽川河畔遊歩道の整備については、犬山城下町周辺の観光ルートの回遊性
を高めるために市民及び観光客にとって、郷土への愛着醸成及び本市の観光
資源の磨き上げに資する非常に重要な施策である。美しい景観と良好な河川
空間形成を実現できるよう様々な実証事業を展開するとともに、市民との意
見交換も踏まえ効果を測りながら推進していく。

財
源
内
訳

令和６年度に見直しを
実施した事項

令和7年度かわまちづくり計画申請に向け、河川管理者との各種調整や計画策定のための
かわまちづくり協議会を3回開催し、かわまちづくり計画申請に向け取り組みを進めるこ
とが出来た。

令和７年度に見直しを
実施している事項

河畔の整備に向けかわまちづくり計画を申請する。また地域住民との協働により河畔での
実証事業、ワークショップなどを継続して実施する。

今後見直しを検討する事項
かわまちづくり計画認定後の河畔整備について、今後整備の方針を国と調整しながら決定
し事業を進める。

⑤目標の
達成度 4 内田での実証事業とワークショップ、栗栖園地での整備を実施したことでいずれも目標に達し

ている。

⑥改善の
取組状況 3 事業の妥当性、経済性等を考慮し実施している。

③受益の
公平性 3 市民のまちへの誇りを高めるとともに、郷土への愛着醸成に寄与する事業であり、市民全体に

関わりのある取組みである。

④ニーズ
の把握 3 内田でのワークショップ及び栗栖での芝張り体験を実施する中で、市民の意見の収集が実現し

ている。市民参加型の取組みとなることでニーズの把握にも努めている。

①市実施
の妥当性 3 河川の占用者は犬山市であり、河川敷内の維持管理及び事業展開を市が適切に実施することで

良好な河川空間の形成が実現すると考える。

②事業の
必要性 3 新しい河川空間の形成により、郷土への愛着醸成及び本市の観光資源の磨き上げ、賑わい創出

に資する取組みである。

一般財源の割合 52% 16% 51%

評価の観点 評　価 評価根拠

その他 0 50,000 0

一般財源 3,292 11,089 4,046

国県支出金 2,995 10,096 3,840

地方債 0 0 0

R5決算 R6決算 R7予算

6,287 71,185 7,886

評価チャート
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款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円） （見直し・点検進捗評価は４段階）

令和６年度　決算説明書 / 事業評価シート

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光課

事業内容

●事業の全体計画
　・観光振興に必要な知見とノウハウを有し、観光施策推進の重要な連携相手である、
　　(一社）犬山市観光協会に対し、継続した運営費の補助を行った。

●主な事業内容
　○犬山の観光推進に関する体制の確立
　・観光振興のため、観光協会の人件費の一部を補助。事務局体制を維持・強化し、新たな観光
　　施策への挑戦、近傍～広域圏の観光誘客、招聘、観光を通じたまちづくり等、法人ならでは
　　のスピード感と機動力を活かした観光推進を実現。

●主な決算の内訳
　・犬山市観光協会運営補助金　　　　28,310,360円

事業の
成果・効果

(一社）犬山市観光協会は、信頼性、柔軟性、旅行会社経験者の専門的知識等、組織の強みを活かし観光振
興を進めており、市という公共の団体だけでは成し得ない宣伝・営業活動を行うことができている。幅広な
事業展開も可能にしており、現在は台湾、タイなどのアジア圏を中心としたインバウンド需要への対応や
セールスを実施。国内誘客・宣伝も充実出来ており広報についてもメディア掲出を頻度高く実現することで
多くの観光誘客や認知度向上を果たしている。また犬山祭や花火等催事の実施や持続可能な観光まちづくり
の為の各種取組みにおいても市と一体となって実施しており、犬山観光の中核としての役割を担っている。

財源内訳 見直し・点検進捗評価

観光費 296

施策事業名 観光協会運営補助

事業目的

観光振興に必要な知見とノウハウを有する(一社）犬山市観光協会に対して運営費補助を実施することで、
近傍地から広域にかけての観光誘客や海外を含むメディアセールスを実施。アジア諸国を中心にインバウン
ド需要への迅速な対応及び国内誘客を推進する役割を担う。観光を切り口とした地域経済発展及びまちづく
りの推進役となることを目的とする。

特定財源 一般財源 利便性向上
情報発信
・共有化

業務の
効率化

観光協会運営補助 28,310 0 28,310 100% 3 4 3

 - - - - - - - -

 - - - - - - - -

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

3合計 28,310 0 28,310 100% 3 4

目名 決算書(P)

事業名 決算額
一般財源
の割合



Ⅲ：年度別事業費の状況 （単位：千円）

Ⅳ：事業の評価　（ＰＤＣＡサイクルのＣｈｅｃｋ）

Ⅴ：業務の見直し・点検　（ＰＤＣＡサイクルのＣ→Ａ）

Ⅵ：課題とその対応策及び今後の方向性　（令和６年度におけるＰＤＣＡの成果：次のサイクルに反映させていく事項）

R5決算 R6決算 R7予算

27,393 28,310 31,398

国県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

一般財源の割合 100% 100% 100%

評価の観点 評　価 評価根拠

その他 0 0 0

一般財源 27,393 28,310 31,398

事業の妥当性、経済性等を考慮し実施している。

③受益の
公平性 4

協会への補助を通じて不特定多数の観光客への利便性向上に資するものであり、事業効果とし
ての公平性は保たれている。また、観光振興、観光まちづくりにより、すべての市民に対して
も有益な取組みとなるよう努めている。

④ニーズ
の把握 4 城下町や内田地区等での地区住民との意見交換や、事業者対象の宣伝事業説明会等を通じて、

課題の把握と共有、改善のための提案・実践に努めている。

①市実施
の妥当性 3

観光協会は、市単独では実施不可能な迅速かつ的確な誘客・宣伝活動を実現するために必要不
可欠であり、公益的な役割も果たしている為、組織として安定し持続可能な体制となるよう、
市が運営を支援する必要がある。

②事業の
必要性 3 市の認知度向上、域内消費額の増加による地域経済活性化、及び郷土愛醸成に繋がる重要な事

業であり、中心的役割を担う協会の存続は必要性がある。

事業費

課　　題 対応策・今後の方向性

新たなる人材の確保及び育成を進め観光を切り口と
した「地域づくり」が進むよう、取組み内容を精
査・充実させていくこと、及び観光が産業として成
長すること。

新たな収益事業の実施等、自主財源の確保に向けた取り組みを推進するな
ど、安定的な運営に向けた連携・指導を行う。加えて持続可能な観光地を目
指した「観光まちづくり」推進の中核として役割を果たせるよう、地域での
存在感を増していくことを期待する。

財
源
内
訳

令和６年度に見直しを
実施した事項

犬山市観光戦略に基づき、観光協会の役割・事業内容の精査を随時行った。「SDGs観光ま
ちづくり」については、SDGｓ観光まちづくり会議をはじめ、ＷＥＢでの情報発信など、
観光協会の今後の主要な活動として強く意識し取組むことができた。

令和７年度に見直しを
実施している事項

魅力的な観光コンテンツを市と観光協会が連携し事業者も巻き込みながら企画し造成を進
める。特に長年事務局長を勤めていた方が役職定年を迎えたことから、新たなる人材を採
用し、後進の育成に努めていく。加えて観光協会が観光振興・観光まちづくりの中核とし
て更なる存在感を高められるよう、役割・内容・組織体制も含め精査・検討を進める。

今後見直しを検討する事項
観光宣伝や広報活動、インバウンド需要の取込み及び新規観光コンテンツ造成を市と連携
しながら（一社）犬山市観光協会が中心となって進め、宿泊者数と消費額の増加を図る。
加えて観光振興の中核としての役割を果たす為、観光協会の組織体制強化を進めていく。

⑤目標の
達成度 3 一般社団法人としての責任感、使命感を持って観光宣伝事業や自主事業等を行い犬山観光を前

進させている。

⑥改善の
取組状況 3

評価チャート
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款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円） （見直し・点検進捗評価は４段階）

目名 決算書(P)

事業名 決算額
一般財源
の割合

3 3合計 4,666 4,666 0 0% 3

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

 - - - - - - - -

 - - - - - - - -

特定財源 一般財源 利便性向上
情報発信
・共有化

業務の
効率化

観光事業振興基金積立金 4,666 4,666 0 0% 3 3 3

事業の
成果・効果

観光事業振興基金は、入湯税の一部を基金として積み立て観光施設の建設費用や観光施策に関する事業費に
役立てている。令和6年度は、基金を活用した事業は行わなかったが、基金の原資となる入湯税は、前年に比
べ宿泊者数が増加したこともあり、前年度と比較して増額となった。

財源内訳 見直し・点検進捗評価

観光費 296

施策事業名 観光事業振興基金積立金

事業目的
将来の観光振興に係る経費の一部を積立し、一時的に多額の費用が必要となる事業が発生した場合に活用す
る

令和６年度　決算説明書 / 事業評価シート

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光課

事業内容

●主な事業内容
　○観光事業振興基金への積立
　・犬山温泉に係る入湯税の一部を基金の財源として積み立てる。
　○観光事業振興基金の取り崩し
　・観光振興に一時的に大きな費用が生じる場合において、基金の一部を取り崩して活用する。
　※入湯税が確定した後に補正予算対応。



Ⅲ：年度別事業費の状況 （単位：千円）

Ⅳ：事業の評価　（ＰＤＣＡサイクルのＣｈｅｃｋ）

Ⅴ：業務の見直し・点検　（ＰＤＣＡサイクルのＣ→Ａ）

Ⅵ：課題とその対応策及び今後の方向性　（令和６年度におけるＰＤＣＡの成果：次のサイクルに反映させていく事項）

事業費

課　　題 対応策・今後の方向性

継続的な積立と安全で効率的な運用を図る必要があ
る。

基金の安定的な積立のため、宿泊者数増加などの施策を進め、中長期的な視
点で見直しを検討していく必要がある。

財
源
内
訳

令和６年度に見直しを
実施した事項

令和6年度は、基金を活用した事業は実施することはなかった。

令和７年度に見直しを
実施している事項

宿泊者数の増加による入湯税の増額を図り、基金の積み立てを促進することで、観光施設
更新等の事業に取り組む。

今後見直しを検討する事項
将来における観光施策の実施に必要な事業費を確保するため、基金に計上する財源として
入湯税だけでなく、宿泊税等の観光税の導入を検討するなど他の財源確保を進めていく必
要がある。

⑤目標の
達成度 4 基金運用、活用を効率的、効果的に行い、成果を得ている。

⑥改善の
取組状況 3 特になし

③受益の
公平性 4 基金の使途として、近年の事業として観光案内所やトイレ整備等に用いており、観光客だけでな

く、広く市民に恩恵のある事業である。

④ニーズ
の把握 1 基金の使い道は市民及び観光客のニーズの高い事業に投じるものであるが、基金の積み立てその

ものはニーズ把握をする性質のものではない。

①市実施
の妥当性 4 条例で規定しており、市が将来において必要な観光事業に活用可能な財源確保の手法として必要

な事業である。

②事業の
必要性 4 計画的に基金として積み立てておくことで、経済状況が悪化した時においても、必要な設備等へ

の投資が可能となり、継続的な観光振興のため、実施の必要がある。

一般財源の割合 0% 0% 100%

評価の観点 評　価 評価根拠

その他 3,131 4,666 0

一般財源 0 0 1

国県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

R5決算 R6決算 R7予算

3,131 4,666 1

評価チャート
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款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円） （見直し・点検進捗評価は４段階）

目名 決算書(P)

事業名 決算額
一般財源
の割合

3 3合計 57,411 57,411 0 0% 3

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

 - - - - - - - -

 - - - - - - - -

特定財源 一般財源 利便性向上
情報発信
・共有化

業務の
効率化

木曽川うかい事業費特別会計繰出金 57,411 57,411 0 0% 3 3 3

事業の
成果・効果

「木曽川うかい」は犬山が誇るべき貴重な文化財であり、重要な観光資源である。鵜飼観覧者数は、犬山市
全体の観光客数が増加していることもあり、前年比5％増の17,548人となった。
　船頭育成事業については、引続き訓練を実施することができ、木曽川うかいの保存・継承のための取り組
みの成果があった。

財源内訳 見直し・点検進捗評価

観光費 296

施策事業名 木曽川うかい事業費特別会計繰出金

事業目的
「木曽川うかい」を犬山の貴重な伝統文化として保存伝承すると共に、犬山の観光資源として
活用する。

令和６年度　決算説明書 / 事業評価シート

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光課

事業内容

●事業の全体計画
　・1300年の歴史がある伝統漁法を保存継承するとともに、市の観光資源として活用する。

●主な事業内容
　○木曽川うかいに係る観光宣伝
　・各務原市及び木曽川観光(株)との連携・協力体制を強化し、各地での宣伝活動を実施。
　・鵜飼実演の内容を工夫し、観光コンテンツとしての充実と高質化を図った。
　○若あゆ丸の利活用検討及び企画実施
　・木曽川観光(株)や(一社)犬山市観光協会と連携し、新たな利活用方法を検討実施。
  ○鵜の飼育管理
　・鳥インフルエンザ対策など鵜の健全な管理を継続して行った。
　○鵜匠の育成（男性3名の正規職員、女性1名の観光協会職員）
　・伝統漁法を守り、木曽川の観光資源として継続する為、鵜匠の後継育成を検討。
　○船頭の育成
　・伝統漁法の保存継承に必要な鵜舟船頭に関し、次代を担う人材を継続して育成。

●主な決算の内訳
　 ・木曽川うかい事業費特別会計繰出金　　　57,411,000円



Ⅲ：年度別事業費の状況 （単位：千円）

Ⅳ：事業の評価　（ＰＤＣＡサイクルのＣｈｅｃｋ）

Ⅴ：業務の見直し・点検　（ＰＤＣＡサイクルのＣ→Ａ）

Ⅵ：課題とその対応策及び今後の方向性　（令和６年度におけるＰＤＣＡの成果：次のサイクルに反映させていく事項）

事業費

課　　題 対応策・今後の方向性

鵜舎や鵜仮小屋、鵜飼トラックなどハード面の老朽
化に伴う更新。鵜匠・船頭など後継者についてのソ
フト面での課題など。

木曽川うかいは市の貴重な文化財であり、重要な観光資源である。今後も継
続して発展する為には、鵜舎の建替えなど、施設の適切な更新が必要であ
り、随時検討を実施していく。また、鵜匠の後継者の課題についても方向性
を定めることとしており、雇用・育成の在り方も含め検討を進める。

財
源
内
訳

令和６年度に見直しを
実施した事項

鵜飼実演の演目の見直し実施し、内容を充実させた高質化仕様の取組みを進めた。

令和７年度に見直しを
実施している事項

市所有の屋形船「若あゆ丸」の積極的な営業を木曽川観光（株）と連携し進めていき、鵜
飼観覧を始めとする川遊びの高質化を進め、市の歳入増にも努めていく。鵜舎を始めとし
た施設の老朽化に伴う更新検討、トラックの更新、鵜匠の後継者問題など、検討を進めて
いく。

今後見直しを検討する事項
鵜舎を始めとした施設の老朽化に伴う更新検討、トラックの更新、鵜匠の後継者問題な
ど、木曽川うかい事業の保存・継承・活用のため、見直し、改善すべき事項は多くある。

⑤目標の
達成度 3

船頭育成事業については、継続的に実施し、鵜舟の船頭である、とも乗り中乗りともに成長して
いる。木曽川河畔の活性化にも鵜飼は貢献し、城下町地区から木曽川河畔への誘客にも貢献して
いる。

⑥改善の
取組状況 3 鵜飼実演の内容の見直しを実施。座敷鵜飼の精度をさらに高めていく。

③受益の
公平性 3 市民のまちへの誇りを高めるとともに、郷土への愛着醸成に寄与する事業であり、市民全体に関

わりのある取組みである。

④ニーズ
の把握 3 市民鵜飼などの実施により、市民により身近に感じてもらえる鵜飼を目指し、毎年実施してい

る。令和6年度も多くの方にご応募いただきニーズがあると認識している。

①市実施
の妥当性 3 市指定の文化財である木曽川鵜飼漁法について、保存継承していくものであり、市が主体的・継

続的に実施すべきものである。

②事業の
必要性 3 市指定の文化財である木曽川鵜飼漁法について、保存継承していくものであり、経済状況に関わ

らず継続的に実施すべきものである。

一般財源の割合 0% 0% 0%

評価の観点 評　価 評価根拠

その他 54,835 57,411 63,563

一般財源 0 0 0

国県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

R5決算 R6決算 R7予算

54,835 57,411 63,563

評価チャート
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